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（1）研究目的

　普段、私達が利用 して い る階段につ い て は、特に事故

等を防止す る安全性 の 観点 か ら、蹴上げお よび踏面 （ふ

みづ ら）の 寸法、踊 り場 の 踏幅などに対 して階段 の 種別

ご とに法的規制
1）が ある。また、身体機能上 の 昇 り降 り

の 容易さか らみた 、蹴上 げと踏面 の 相互 の 寸法に対 して、

実用的な各種の 関係式
2）

もある。

　 しか しなが ら、直階段 の 踊 り場につ い ては、踊 り場を

設けなけれ ばな らない 段高や最小 限の 「踏幅 （踊 り場の

歩行方向の 幅、奥行き）］の みが 規定されて い るに過 ぎず、

現状で は ノイ フ ェ ル トの 提案する公式が唯
一

存在するも

の の
、 踊 り場 の 設計標準につ い て現場側か ら検討 した報

告例は見 当た らない。

　 そ こ で 本報 で は、仮説 あるい は ノイ フ ェ ル トの 公式 か

ら最も昇 り降 りしやすい と予想 された既存の 踊 り場を調

査対象に、そ の 踏幅 に 注視 した行動観察を実施 し、直階

段を設計する ときの 標準に つ い て 、 現状よりなお
一
層明

確に して い くこ とを研究目的と した。

（2 ）既定の 用語 ・基準

（i）直階段お よ び U 型階段

　直階段は、高低差 （； 前記の 段高）の あ る 2 つ の 床面

をつ な ぐ、最も基本的で単純な直進型式 の 階段 で あ る。

段高 の 大きい 直階段では 、 途中に踊 り場を設け 、 滑落防

止 ・恐 1布感 ・疲労感に対す る配慮をする
3 ）

。

　 u 型階段
4 ＞は、昇 り始め の 方向と交互 に反対向き に昇

る型 の階段で あ り、したが っ て 必 然的 に途 中に は踊り場

なる もの が存在する こ とに な る が、踊 り場の設置基準が

直階段 と異な る ため、この 場合 の 踊 り場 に つ い て は 本研

究 の 考察外で ある。

（ti）踊 り場

　広義に は
“

踊 る とこ ろ
”

の 意味で あ る が、建築分野 に

おい て は階段途中 の
“
広場

”

をい う。本来は昇降の 安全

性の確保お よび休息の 目的で設けられ る場で あ る。 建築

基準法施行令 （以下、令 とい う。）第 24条に踊 り場に関

す る規定があ る。

価 ）階段および踊 り場の 幅、蹴上げおよび踏面 の 寸法

　令第 23 条 に よれ ば、階段 お よび そ の 踊 り場 の 幅なら

び に階段 の蹴上げお よび踏面 の 寸法 は、表一 1に よ らな

けれ ばならない。

表一1 階段 の種別と寸法 （単位 ： cm ）

階段 の 種別
　 踏 段及 び

その 踊 り場の 幅

蹴上げ の

　寸法

踏画の

寸法

（9 小学校に おける児童用 の もの 140以 上 16以下 26以 上

中学校若しくは 高等学校に おける

生徒用の もの又 は物品販 売業

（物品加 工 修理 業を含む。第 130条

（2）
の 5の 3を除き．以 下 同じ。）を営む

唐 舗で 床面積 の 合計 が 1．500   を
140以上 18以 下 26以よ

超 えるもの ，劇場、映 画館 ．演 芸場

観覧場、公 会堂 若しくは 集会場に

おけ る客用 の もの

直上階の 居塞 の床面積 の合計が

200  をこえる地上 階又 は 居室の

（3） 床面積の 合計が 管00  をこえる 耀 o以 上 20以下 24以 上

地 階若しくは地 下工 作物 内に おけ

るもの

（4）
（1）か ら（3｝まで に 掲げる 階段以 外の

もの

75以上 22以下 21以上

　　 出典 ；建築基準転施行令第 2 章
一

般構造 階段

（iv）踊 り場 の 位置およひ鞜幅

　令第 24 条 によれば、表
一1 の （1） 又 は （2） に該

当す る階段 で、そ の 高さが 3m を超 え る もの に あ っ て は

高さ 3m 以内ごとに、その 他の 階段で高さが 4m を超え

る もの にあっ て は高さ4m 以内ごとに 、踊 り場を設けな

けれ ばなら ない 。

　前項の規定に よ っ て 設 ける直階段の 踊 り場の 踏幅は、

1，2m 以上 と しなければならない 。

（v ）ノ イ フ ェ ル トの 公 式

　ノ イ フ ェ ル ト建築設計大辞典
5）

に踊 り場 の 踏幅を決

め る公式 （n × 歩幅 ＋ 1 × 踏面　例 ：蹴 hげ 17c皿
・踏

面 29  ）が記載されて い る 。

　 こ こ で 、 n ： 1 ，2， 3，…

2．研 究の 方法および結果

　   仮説 1 ：階段 で は片足で 自分 の 体重を支え、バ ラン

ス を とりなが ら昇り降 りす る ため、第 1段 目は使 い 慣れ

た 方 の 足 （利き 足）か ら踏み出すこ と が想定され る。そ

こで、最 も昇 り降りしやすい 階段 を設計す る際の 考慮す

べ き基準の うちの
一

つ に、利き足が関係して い る と した 。

　利き足 が実際に存在する の で あれ ば、常に利き足 で歩

行 リズ ム を取 りなが ら昇り降りで き る よ うに、直階段 の

段数 と踊 り場 の 適切な踏幅を設定するこ とで、途中で 歩

調が 乱 れ る こ と も な く最も安全 で快適な設計に な る で あ

ろ う。男女別 の利き足 の 存在と歩幅を 知 る た め の 文献調

査 と、それ らの 確認デー
タを得 る目的の 現地調査を行 う。

＊

東京農業大学
＊

　［［bkyo　University　ofAgriculture
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　  仮説 2 ：常に利き足 か ら昇 り降 りで き る た め に は、

踊 り場 の 上方 の 階段 ・”ド方 の 階段の 段数が共 に奇数段 で、

か っ 踊 り場 の 踏幅が nX 歩蠣 に ご で n は 仮説 1 か ら偶

数が条件）で あ る直階段 が最善で ある と した。

　先述の ノ イ フ ェ ル トの 公式は 、 こ の仮説 2 の 提案式 と

は異な り、さらに踏面 を加算する考え方で ある。なぜ こ

の よ うな公式になっ た とい う理由ま で は、ノイ フ ェ ル ト

が著し た他 の 辞典に も記載 され て い なか っ た。こ の ため、

以下 の よ うに考えたの で は ない か と推測 した。

　ノ イ フ ェ ル トは階段歩行か ら踊 り場に 足 が着い た （；

1X 踏面）あ と、

一
定 の 歩幅で 1 歩、2歩と踊り場を歩

き （＝n ×歩幅）次の階段歩行に移ると考えた の で はな

い だろ うか （図
一1 ）。 また、n にっ い て は特に奇数 ・偶

数の 定 めは ない。

　そ こ で 本研 究 の 公 式 と ノ イ フ ェ ル トの 公 式 を 比 較検

討する 目的の 現地 調査 （以 下、本調査 とい う。）を行 う。

『
　 　 　 　 　 踏颪 ．Ln ＝1．薫魚　　 n 諞2．蟾．潟、．
一 　 　

』
2塹。。 1− ＿轍 ．、　 61、凹

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 151 

図
一 1　 ノ イ フ ェ ル トの 公式 （想定図）

（1 ）利き足調査

（i）利き足の存在に つ い て

　右利き ・左利きはす べ て の 動作に対 して完全な利き側

を有す る もの で は な く生活動作に よ っ て 異な る．

　例えば一歩踏み出す ときに踏み出す方の 足、球を蹴る

ときに使 う足な どが 利 き足 だ とい える。利 き足 につ い て

文献 で調べ た とこ ろ、球 を蹴 る と きで は 9 ： ／の 比 率で

9割の 人が右足を使 うとい うこ とが判明した
6 〕。

一
方、

利き足 で ない方の 足 は、体重を支え る役割を果た し、軸

足 と呼ばれ る。こ の こ と をふ まえ、階段に お ける利き足

の 存在に関する調査を行 っ た。

（ti）利き足調査 の 方法

　薪宿駅東口 、 歌舞伎町方面へ の 出入 口 階段を調査場所

とした。前後 の 人 に影響 されず独 りで歩い て 来た人が 、

左右 どちらの 足か ら先 に階段を昇るか を 、 男性 ・女性各

100 人ず つ 調 べ る。

（批）利 き足調査 の 結果

男性 ・女性で あま り差は な い が、平均で 59％の 人が右

足 か ら階段 を昇る こ とが 判明 した （表
一2 ）。

　　　 表
一2　利き足調査 の 結果 （単位 ：96）

右 足 左

男性 61 39

女性 57 43
平均 59 41

調査 日時 ：2003．6．1410 ：00〜10 ：30

調査人数 ：男性 ・女 性各 100 人

造 園 技 術報告集 3，2005

（2 ）歩幅調査

（i）男性 ・女性の 歩幅につ い て

　甓往研究 η で は、年齢 と歩幅、あ る い は履物 と歩幅の

関係 につ い て の 調査 が 行われ て い るが、本報 で は 階段 な

どで よく使用されて い る タイル 舗装における歩幅が知 り

た く、実際に歩幅を調 べ るこ とに した。

（i ）歩幅調査 の 方法

　   新宿駅 東 口 広場がタイ ル 舗装 され て お り、また幅広

い 年 代の 人が利用す る ため、こ こ を調査対象地 とした。

そ して 、 タイ ル と 目地を もとに歩行者 の 歩幅を推 定す る

尺度 とする ため、
一

区画中の タイル 36 個と目地 36 個 の

長 さを実測し、タイル と目地幅の各平均寸法につ い て 次

を得た 。

　 タイル 1個 ：9．3± 0．04　cm 、目地幅 ：0．7± 0．08 　cm

　  新宿駅東 口 広場 を歩 く人 の 足 元 を 真横側 か らデジ

タル カ メ ラ で撮影 し、この 画像を も とに 前後 の 入 に影響

されず、また独 りで歩い て い る男性 ・女陸の 中か ら両 足

（踵 と瞳または爪先と爪先） が 地面 に着地 して い る、男

性 ・女性各 100人ずっ 選び、歩幅を画像上で計測 した。

タイ ル が濡れて い る と歩幅に影響を与え る可能性 がある

ため、調査はタイ ル の 乾い て い る晴天 日に行っ た。

（iil）歩幅調査の 結果

　平均歩幅 ： 男性 71± 4．8cm 、女 性 61 ± 4．9cm

（3 ）本調査対象地 の 選 定

　前節の 調査結果から 、 常に利き足か ら昇 り降 りできる

直階段の踊 り場の 踏幅は、仮説 2 に よれば 120cm前後 （n

＝2 、 n は 2 ，4 ，6 ，… の 最初の 偶数で ある。歩幅は弱

者で ある女性を優先して 61c皿 を採用〉が最適で あ る と予

測できる。

　そ こ で、ノイ フ ェ ル トの 公式が 示す踏面 の 長 さを加算

した 150cm前後と、そ れ を加 えない 踊 り場 ：120　c皿 前後

とで は、現実に どちらが昇 り降 りしやすい かに つ い て 比

較調査 を行 うこ と に した。

　短時間で有効データ数を確保する た め に、東京都内で

人の 往来の 激しい 22 箇所 の 駅施設などを調査 し、51 箇

所の 直階段 を 見っ けたが、そ の うち仮説 1 を満 足す る

上 ・
下段共 に奇数の 階段 は 8 箇所で あっ た 。

　 8箇所の 内か ら、 階段 の材質などが酷似し た比較研究

の 前提条件 に ほ ぼ適 う、 踊 り場 の踏幅が 124cm と 151　cm
の 直階段 を選定 し調査場所と した。こ の 他に 134 　cm の 踊

り場 も参考 と して調査対象 に加 え、調査場所を 3箇所と

した （表一3 ）。

　　 表
一3　調査場所 ・階段の 詳細 （単位 ：cm ）

調 査 場所 蹴上 げ 踏面 蹴込み 踊り場

AMYC ！TY地下 出入 口 18 30 2 124

B 新宿 駅 地上 出 口 916 33 2 134

C 祖 師ヶ谷 大 蔵駅 16 33 2 151

調査場所A ：仮説 2 の 踏幅

調査場所 C ：ノ イ フ ェ ル トの 踏幅
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（4 ）本調査の方法

　路面状態や時間帯に よっ て 結果に影響 が出ない よ う

に、タイル 表面が乾 い た晴天 日を選び、調査時間は通勤

の時間帯を避け た。

　調査揚所 A ・B ・C にお い て 、成人 を対象に男性 ・女

性 とも各30 人に達するまで、直階段を昇り降りして来た

ときに、目地 で 区切られ た タイ ル の個数を尺度に 、踊 り

場 に足 の 着い た位置を記録する （図
一2 、 3 の     、

    ）。 そ して 、 こ の調査記録から 2 歩で歩い た例と、

その 他の例とに結果を分別 し 、 2 歩で歩い た例に対して

足の着い た位置か ら同 図中に 示 され る Xl、　 X2 （ほ ぼ歩

幅に相当）、X3 の各距離を算出する。当然ながらXl ．X2 、

X3 の 合計は踏幅に等しい 。

　昇 りで は 、 踊 り場か ら踵をはみ出 して 足を着く人 が い

るため 、 爪先の 着い た位置で 図
一2 の   、   を調べ る。

降りで は、爪先をはみ出 して 降りる人 もい るた め、踵の

着い た位置 で 図
一3の   、  を調 べ る 。

 

X 、↓　　　 ．．Xa　　 、←　巽3

　   　　　　　  

図
一2　 足の 漕 く位置 （昇 り）

 

』』漁 ．．　 i、；一一．員一．・
 

図一3　足の着く位置 （降り）

（5 ） 調査結果 （表
一4 ・5 、お よ び図

一4 ）

　前節の 調査数 30 入 の 結果 を
一覧で きるよ うに表

一4

に ま とめた 。
こ の とき踊 り場 を何歩で 歩 い たか を示 した

の が表一5で あ り、そ の うち 2歩で歩い たデータ の みを

図示 した の が 図
一4 である。

　　　 表
一4　 足の着 い た位置 （単位 ： cm ）

男性 女 性踊 り場 の

　踏幅 X1X2X3X τ X2X3

124Gm27 ，4士 8，460 ，8土 4，935 ．8± 5．434 ．5± 6．960 ．3± 2．929 ．2± 5．6
昇
り

13434 ．0± 8．162 ．9± 7．237 ．o ：ヒ6．440 ．6± 5．356 ．8± 5，336 ．5± 5．1
，5， 38．3士 ア．3 刀 ．6± 6、54 ，．1士 5．O42 ．4± 8．769 、8± フ．238 ．8士 7．7
124  38．2± 6．761 、5± 6．224 ．3± 4．O42 ．5± 4．85 フ．4± 5．024 ．1± 2．7

降
り

13444 ．1 ± 1．866 ．3 ± 5．323 ．6土 5，344 ，8± 1．O65 ．1± 4．424 ．1± 4．4
15154 ．3± 6、670 、6±6．926 ．1士 4，851 ．4士 6，772 ．5± 9．527 ．2± 7．1

表一5　 各踊り場の 通過歩数 （単位 ： ％）

女踊 り場 の

　踏幅 1歩 2 歩 3 歩 1 歩 2 歩 3 歩

」24c旧 23．376 ．ア 0．06 、793 、3o ．o
昇
り

忌3410 ．090 、00 ．00 ．090 ．010 ．O
151O ．010ao9 ．ooo73326 ．7
124  0．010 叺 00 ．0O ．080 ．020 ．O

降

り
134O ．096 ．73 ．3O ．066 ．733 ．3
1510 ．083 ．316 ．7o ．o20 ，080 ．G
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（％ ）

100806040200

篶 雛

124　　134　　151

　 　 昇り

124　　134　　151

　 　 降り

図一4　各踊 り場を2 歩で歩 く人の 割合 （単位 ：％ ）

（6 ）踊 り場を2 歩 で 歩 い た人 の 足 の着 く位置

（i）男性昇 り

　 2 歩 で 歩い た人 の 調査結果は 、 踊 り場 の 踏幅 が 124

cm ・134　cm ・151　cm と長くなるにつ れて 、
1 歩目の 爪先の

着 く位置 ： 図
一2 の   が 次第に端部 か ら遠くな り、X1

が 長 くなっ て い る。2 歩 目す なわち X2 は、124　cm
・134

cm で は平地歩行の ときの歩幅 （71　cm ）よ り短 く、151cm

に なると平地歩行の 歩幅にほ ぼ戻 っ て い る。

侮 ）男性降り

　降 りの 結果 も昇 りと同様に踊 り場の 踏1幅が長くな る

につ れて、1 歩目の 踵の 着く位置 ： 図
一3 の   が次第に

遠 くなる こ とを X1 が示 して い る。
　 X2 につ い て は、124

cm ・134　cm で は平地歩行 の 歩 幅より狭 く、151   で は平地

歩行 の 歩幅になっ て い る。X3 につ い て は、124　c皿
・134

c皿 で は 男性 の 足 の 大きさ （26　cm 前後）よりも短く、爪先

がは み 出す結果 に な る が、151cm で あ る と爪先がち ょ う

ど踊 り場の端あたりで収まっ て い る。

繊 ）女性昇り

　女性 の 結果 も踊 り場 の 踏幅が長くなるに つ れ て、X1

をみ る と 1歩 目の 爪先の 着く位置 ：図
一2 の   が次第に

遠くな っ て い る。X2 は、124　cm で は平地歩行の ときの 歩

幅 で あ る が、134c 皿 で は 少 し狭 くな っ て い る。こ の 理 由

と して、134   で は 踊 り場 の踏幅が長 くな っ たため に Xl

が大股 に な っ たが、そ の 分だけ次の X2 を短 く歩き、躰

の 安定を保持 した結果 と考える。151cmになるとX2 は平

地 の 歩幅より 10cm 弱広い 結果 を得てい る。これは何とか

2 歩歩行 しようとして歩幅が伸びたもの と考える。

（iv）女性 降り

　降りの 結果 も同様に 1 歩目の 踵 の 着く位置 ： 図
一3 の

  が、次第に遠くな る こ とを X1 が示 して い る。　 X2 の 長

さは、124cm で は平地 の 歩幅 よ り少 し狭 い が、134　c皿 で は

少 し広 くな り、151   で は男性 の 平均歩幅 よ りも広 い
。

3 ．考察

（1 ）利き足につ いて

　利 き足 の 存在にっ い て 調査を行っ た結果 （表
一2 ）で

は、嬲 「亅で あま り差は なく平均で ほ ぼ 6 割の 人が右足か

ら階段 を昇 る こ とが 判明 した。こ の 事実は、調査前に文

献調査等 で 予想 して い た 、 球を蹴 る ときの 利き足 の 比率
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か ら 3割ほ ど低 め で あ っ た 。 よっ て 、 階段歩行で は若干

減る もの の、 6 ： 4 の 比率で利き足は存在するこ とを示

し鳥 こ の こ とか ら階段 の 設計で は 、利 き足 で 階段を昇

り降りで きるよ うに、踊 り場 に隣り合 う上 ・下段の 階段

は 共 に 段数を奇数 に揃え る設計基準が 必 要 で はない か と

考える。しか し、段数を奇数にする法的規定がない ため、

上 ・下段の 段数 が 偶数 と奇数、またはそ の 逆にな っ て い

るの が現状で あ り、 今回の 調査 で も既述 したとお り、上 ・

下段が共に奇数になっ てい る設計例は極めて少ない 。

　階段歩行 の 場合、段数を奇数にすると昇り降 りを開始

した足が踊り場 に着地する ため、赫 llきの 入だけで は な

く左利きの 人 で も同 様 に歩行リズ ム が崩れ ず、躰の バ ラ

ン ス が維持 で き直階段 を昇 り降 り しやすい。

（2 ）歩幅に つ い て

　今回 の 歩幅調査は成人男性 ・成人女性を対象に、履物

別に分類せず平均歩幅を算出した。男性 ・女性共に結果

の バ ラ ツ キ が少ない こ とか ら、履物が歩幅に及ぼす影響

は少な か っ た と考えられ る。

（3 ）仮説 に よる公式と ノ イ フ ェ ル トの 公 式 に つ い て

　 ノ イ フ ェ ル トが ど の よ うに考え 公 式 を提案 した か は

不明だが、踊 り場 に着地すれば踏面の 長 さが必要で あ り、

そ こ か ら歩幅と歩数を基準に全体の長 さ （踏幅）を考え

るの も
一

理で あろ う。しか し、歩行者の多くは利き足 で

1歩 目を踊 り場 に着地、軸足 で 2 歩 目を着地、利 き足 で

3 歩 目を階段 の 踏面 に着地 し昇 り降りして い た。こ の 事

実は 、 踊り場で行動観察を行っ た こ とで判明 し た こ とで

ある。こ の ため 、 踊 り場 の 踏幅は本研究 の 公式 で設計 し

たほ うが、歩行者 にとっ て昇り降 りしや すい の で はない

か と考えた 。 これに踏面の長さ （29cm）を加算すると、

踊 り場の 全長が約 0，5歩長くなるため、階段か ら踊 り場

へ の 第 1 歩 目 の 着地位置を先方 に移行 し、また歩幅を大

きくしなけれ ば 2歩で歩くこ とは 困難で あ る。

（4 ）踊り場における歩数の 結果 か らみ た昇 り降りの し

やす さに つ い て

　本報 で は 踊 り場 の 踏幅を、仮説 2 にもとづ き 120　cm前

後 として い る。仮説 2が想定した足 の 運び は、利き足 の

存在を重視した偶数の n ＝2 歩である。但 し、踏幅 の 長

さによっ て は、現実の 入間は こ の 仮説 の ように踊 り場を

偶数歩行しない か もしれず、また、で きない 場合も生 じ

る。この た め 3 箇所 の 調査場所 の 内で 、2 歩で歩い た 人

の 比 率 が 高 い 場所 を、最適 な踏幅 の 設計 （ユ ニ バ ーサ ル

デザイ ン ）と考え、以下 の よ うに考察する。

　図
一4 から 厂昇 り」 をみ る と、 男性の 結果が右上が り

に な っ て お り、 ノ イ フ ェ ル トの 公式 に よ る踏幅 150c皿は

正 しい とい えよう。 女性の結果は右下が りで、踏幅 124

c皿 の 2歩歩行者は 93．3％、151c皿 の それは 73．　30／eであ り

（表
一5 ）、仮説 2 の 方が明 らかに優位で あ る。

　 厂降 り1 をみ る と、男性 ・女性共 に グ ラ フ が右 下 が り

で ある。踏幅が 124   で は 男性 が 100％ 、 女性 が 80％の

最高値 を示 して い るが、151c 皿 で は 2 歩 で 歩 く人 の 割合
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が急減して い る。 特に女性に大 きな変化が 見 られ、踏幅

124   と 134・c皿 につ い て、3歩で歩く例が 2 〜3割ほ ど

発生 して い る。この 人達の 多くはハ イ ヒー
ル を履い て い

た こ とか ら、階段 を慎重に降りようと して歩幅 を 調整 し

3 歩になっ た もの と思 う。踏幅 151c 皿 につ い て は 、女性

の 歩幅を考えれば、こ の 問を 2 歩で歩くこ とが明らか に

困難で あ り、 3 歩歩行 が 8 割 を占め る。

4 ．結論

　階段歩行 で は 6 割 の 入が右足か ら階段 を昇 る こ とが

観察された （仮説 1の存在）。 こ の 仮説 1 を前提 に仮説 2

を立証 す る 目的の 行動観察 に よる 調査 を、奇数階段 を利

用 した 3 箇所 （踏幅 124c皿 ・　134　c皿
・　151　cm） で 行 っ た。

　  階段か ら踊 り場 へ の 第 1歩目 （奇数階段の 場合、利

き足になる）の 着地位置が、踊 り場の 踏幅が長くな る に

つ れ て、先 へ 移行す る こ とを示 した。この 事実は、踊 り

場の 先に在る階段を、利き足 で 昇り降 りしようとす る歩

行者の 潜在意識が働い た結果で あろ う。

　  ノイ フ ＝ ル トの 公 式 が 提唱する踏幅 「150cml 前後

の 踊 り場 と、本報が 提唱す る 「120c 皿」 前後との 比 較で

は、男性 の 昇 りでは唯一、全員 が 2歩歩行で あっ た 「150

  」 が正 しい選択とい えようが 、 女性 の場合は 「120cm」
の踏幅の方が 2歩の歩行者が多く正 しい。また、降りで

は男女とも明 らか に 「120cm ！ の 方が 2 歩歩行者 の 例が

多く、本報 の 提唱す る仮 説 2 が n ＝2 に限 り立証 で きた。

　以．ヒか ら、 ノイ フ ェ ル トの 「150cm （n ＝2）」 説 は 妥当

で はない とされ た が 、次 の ノ イ フ ェ ル トの n ＝ 3 、即 ち

「210cm」 説 と仮説 2 の 「240   （n ＝ 4）」 説 の 優劣は今

後の検討課題と した い 。
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